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　8月24日（日）、中野公民館を会場に、邑南町公民館連絡協議会主
催で「おおなんチャレンジリーダー研修」を開催しました。
　町内の小学４～6年生が参加し、ジビエを使ったカレー作りに挑戦し
ました。
　まず町内で狩猟をされている山根みゆきさんから「ジビエ」(今回は
鹿肉を使いました)について教えていただきました。
　その後、各班でカレーに入れる食材を考えました。班によっては予算
内でデザートも作れるかもと作戦会議。買う物が決まると買出しへ。電
卓で計算しながら予算内に収まるよう協力しながら買物が出来ていま
した。
　調理では鹿肉の切り方を教えていただいたり、食材を自分たちで頑
張って切りオリジナルカレーが出来上がりました。
　鹿肉は高タンパクで低脂肪、鉄分が豊富なお肉で、できたカレーは
家族の方と一緒に食べましたが、「美味しい！」「やわらかい！」など会
話をしながら美味しくいただきました。

班で作戦会議 

みんなで集合写真

ジビエについて学習

鹿肉も頑張って切りました！ 完成までもう少し！ 完成したオリジナルジビエカレーを家族の方と
一緒にいただきました

　９月4日（水）、阿須那小学校の全校児童が自分たちが植えたお米を収穫しました。
稲刈りは地域の方に教えていただきながら鎌を使い昔ながらの手作業で稲を刈り取っていきま
した。ある程度、刈り終えると６年生はコンバインに乗せてもらい稲を収穫しました。
　田植え、稲刈りと体験することで食への感謝や自分たちが普段食べているお米がどのように作
られているのかを学ぶことができたのではないかと思います。

　今年の夏もとても暑かったですが、夏休み中の児童クラブも元気いっぱい！
　巨大なシャボン玉作りをしたり、昼食を手作りしたり、公民館の掃除もしてくれました。

刈り方を地域の方に教えていただきました

6年生はコンバインに乗り稲刈りを行いました。

手際よく稲を刈っていきました！

シャボン玉たくさん みんなで協力して昼食作りおっきい！？



脳トレチャレンジ！ 挑戦してみてね♪答えは最後のページにあります!

R7.8.31現在 世帯数
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阿須那地域
（前年同月比）
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口羽地域 ３１１ ３０２ ３０５ ６０７

羽須美地域 ６０２ ５５８ ６０４ 1,162

邑南町 4,563 4,492 4,840 9,332

～これからの行事予定～

－9月－
    24日(水) 映画「オレンジランプ」
         大･中･小会議室 14:00～
    25日(木) 雪田あすなカルタ交流
         雪田区自治会館  9:40～
    29日(月) 特設人権相談所
         小会議室 13:00～
－10月－
      2日(木) 町政座談会
         大会議室
   6日(月) 子宮がん検診
         ロビー 9:30～
      7日(火) クラフト教室
         和室    13:30～ 
      8日(水) フィンランド料理を作ろう
         大会議室・調理室 9:30～
      ※チラシをご覧ください
    16日(小) オカリナ教室
         小会議室 13:30～
      移動図書 雪田
    20日(月) 手芸教室
         創作室 9:00～
      
 ※予定ですので変更もあります。

阿須那地域の人口

脳トレの❶-①○○コならみんな正解

　　②ブンカ(文化)、ブッカ(物価)

　　③トイレ、トワレ

　　④ジドウ(自動)、ジゾウ(地蔵)、ジユウ(自由、事由)

　　⑤ボウカ(防火)、ボウシ(帽子、防止)、ボウサ(防砂)、　　

　　　ボウズ(坊主)、ボケツ(墓穴)、ボクチ(墨池)、ボコウ　　

　　　(母校)、ボサツ(菩薩)、ボウト(暴徒)、ボート、

　　　ボール、ボーイ、ボトル、ボビン、ボギー、

　　  ボタン(牡丹、ぼたん)などなど他にもありそうですね

❷-①835　②676

❸98

　８月２１日に福田　範史さんを講師にお招きし、「邑南町のコミュニティ・スクールの進め方」という演題

で、田所公民館にて講演会を行いました。福田さんは、鳥取県南部町の教育長として、コミュニティ・ス

クール（以下コミスク）に携わり、現在は教育長を退任され文部科学省の「コミスクマイスター」としてご

活躍されています。南部町は2006年からコミスクを導入され、「人づくり」「地域づくり」「つながりづく

り」の好循環を目指した取組みを実践されて

いるコミスク先進地です。

邑南町公式LINE、無線放送やチラシで講演

会をご案内し、当日関係者を含めた多くの方

がいらっしゃいました。福田さんは、コミスクと

はどんな仕組みか、地域のメリットや役割など

をわかりやすく教えてくださいました。今回の

講演をいかし、邑南町らしいコミスクを皆さん

と一緒につくっていけたらと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 コミスクコーナー

お問い合わせ先　
　邑南町教育委員会　学びのまち推進課　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話８３－１１２７


